
史
料
紹
介

『藤
堂
御
家
譜
井
雑
書
』
(

〓

は
じ
め
に

こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
､
樋
田
清
砂
氏
所
蔵

『藤
堂
御
家
譜
井
雑
書
』
で
あ

る
｡本

史
料
は
､
『
三
重
県
史

資
料
編
近
世
-
』
(
一
九
九
四
年
､
五
八
五
～
五
八

八
頁
)
に

｢藤
堂
高
虎
大
坂
冬
の
陣
人
数
割
の
覚
｣
と
し
て
一
部
翻
刻
さ
れ
て
お

り
､
前
半
部
分
の
欠
損
に
よ
り
､
｢藤
堂
家
に
関
す
る
記
録

(無
表
題
の
冊
子
)｣

と
い
う
仮
題
が
付
さ
れ
て
い
る
｡

二
〇
〇
三
年
度
に
､
三
重
大
学
歴
史
研
究
会
学
生
部
会
な
ら
び
に
本
古
文
書
の

会
が
上
野
市
立
図
書
館

(当
時
)
所
蔵
史
料
を
調
査
し
た
際
に
､
ほ
ぼ
同
内
容
の

史
料
を
確
認
し
た
が
､
そ
の
外
題
は

｢藤
堂
家
譜
｣
､
内
題
は

｢藤
堂
御
家
譜
井

雑
書
｣
と
な
っ
て
い
た
｡

そ
こ
で
､
本
史
料
名
を

『藤
堂
御
家
譜
井
雑
書
』
と
し
て
､
逐
次
翻
刻
し
て
ゆ

く
こ
と
に
し
た
い
｡
詳
し
い
解
説
は
､
本
史
料
お
よ
び
関
連
史
料

(前
欠
部
分
)

の
翻
刻
完
了
時
に
付
す
予
定
で
あ
る
｡

こ
の
読
解
に
あ
た
っ
た
古
文
書
の
会
の
構
成
員
は
､
以
下
の
通
り
で
あ
る

(
*

を
付
し
た
者
が
入
力

･
校
正
を
行

っ
た
)｡

藤
田
連
生
*
'
久
志
本
英
男
*
､
萩
原
淳
也
､
木
下
武

一
､
永
田
智
子
*
､
太

三
重
大
学
歴
史
研
究
会
例
会
古
文
書
の
会

田
光
俊
*
､
林
希
代
美
串
､
小
林
宗
高
'
正
人
木
紗
捨
子
､
安
藤
仁
美
'
南
川

啓
､
斎
藤
隼
人
*
､
山
下
潤
子
､
田
島
朋
枝
､
三
浦
理
抄
､

〔付
記
〕

樋
田
清
砂
氏
､
鈴
木
え
り
も
氏
､
角
舎
利
氏
'
中
川
豊
氏
､
伊
賀
市
立
図
書
館
､

三
重
県
史
編
纂
グ
ル
ー
プ

(順
不
同
)
に
は
､
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
｡
こ
こ
に

記
し
て
感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
い
｡

6

凡
例
一
､
文
字
の
誤
脱

･
人
名

･
年
次
な
ど
に
関
す
る
編
者
の
傍
注
に
は

(

)
を
用

い
た
｡
特
に
､
文
意
の
通
じ
な
い
個
所
に
は

(
マ
マ
)
と
表
記
し
た
｡
な
お

｢藤

堂
御
家
譜
井
雑
書
｣
(伊
賀
市
立
図
書
館
所
蔵
)
'
上
野
古
文
献
刊
行
会

『宗
国

史
』
上

･
下

(同
朋
合
､

一
九
七
九

･
一
九
八

一
年
)
､
同

『高
山
公
実
録
』

上
､
下

(清
文
堂
､

一
九
九
八
年
)､
同

『公
室
年
譜
略
』
(清
文
堂
､
二
〇
〇

二
年
)､
｢藤
家
輯
成
秘
考
｣
(津
市
図
書
館
橋
本
文
庫
蔵
)
な
ど
を
参
考
と
し
た
｡

二

人
名
の
傍
注
に
は
､
前
掲
の
諸
書
と
佐
伯
朗

『藤
堂
高
虎
家
臣
人
名
辞
典
』

(私
家
版
'

一
九
九
四
年
､
三
重
県
立
図
書
館
架
蔵
)､
『藤
堂
藩
諸
士
軍
功
録
』

(三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
､

一
九
八
五
年
)
な
ど
を
利
用
し
､
通
称
を
便
宜



的
に
付
し
た
｡
こ
れ
ら
の
厳
密
な
考
証
は
'
今
後
の
課
題
で
あ
る
｡
な
お
徳
川

家
康
､
同
秀
忠
､
豊
臣
秀
吉
'
同
秀
頼
､
藤
堂
高
虎
､
同
高
次
に
関
し
て
は
､

傍
注
を

一
部
省
略
し
た
｡

一
､
樋
田
清
砂
氏
所
蔵
本
に
付
さ
れ
た
書
写
者
に
よ
る
注
記
は
､
特
に
区
別
し
て

｢

｣
で
表
記
し
た
｡

1
､
原
本
に
塗
沫
の
あ
る
場
合
は
^
Jt
を
､
そ
の
文
字
の
左
傍
に
付
し
た
｡

一
､
原
本
の
摩
滅
､
虫
損
な
ど
に
よ

っ
て
文
字
が
判
読
し
難
い
場
合
に
は
､
字
数

を
推
定
し
て
､
□
口
で
示
し
､
字
数
が
推
定
で
き
な
い
場
合
に
は
､
[

]
で

示
し
た
｡

一
､
漢
字
は
､
原
則
と
し
て
常
用
の
漢
字
を
使
用
し
､
ひ
ら
が
な
､
カ
タ
カ
ナ
は

そ
の
ま
ま
表
記
し
た
｡
変
体
が
な
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
｡
た
だ
し
江

(え
)
･

而

(
て
)
･
之

(
の
)
･
者

(は
)
は
残
し
た
｡

(前
欠
)

入
江
被
仰
付
候
条
､
任
誓
詞
而
惣
様
働
等
之
儀
､
日
記
を
相
付
候
而
善
悪
共
見

隠
不
問
隠
日
々
可
令
注
進
事
､

一
､
諸
事
高
麗

二
而
の
様
体
六
人
よ
り
御
注
進
申
上
儀
､
可
為
正
意
旨
被
仰
付
候

間
､
其
旨
儀
存
候
､
た
と

へ
難
為
縁
者

･
親
類
無
慮
屈
偏
頗
有
様

二
可
注
進
事
､

一
､
先
手
働
等
之
儀
､
以
相
談
之
上
多
分
に
付
随

へ
し
､
抜
懸
為

一
人

･
弐
人
中

敗
候

ハ
可
為
曲
事
事
､

一
､
何
方
に
於
て
も
野
陣
た
る

へ
き
事
へ

一
､
赤
国
不
残
悉

一
遍

二
成
敗
申
付
､
青
国
の
其
外
之
儀

ハ
､
可
成
程
可
相
働
事
'

(高
虎

)

(嘉
明
)

(安
治)

二

船
手
之
働
入
候
時
分
､
藤
堂
佐

渡

守

･
加
藤
左

馬

助

･
脇
坂
中
務

少

輔
両
三

(道
益
)

人
申
次
第

二
､
四
国
衆
菅
平
右

衛

門
井
諸
手
警
固
之
船
共
可
相
働
事
､

(候
ヘ
ハ)

二

右
働
相
済
上
を
以
､
仕
置
城
々
所
柄
之
儀
兵
の
見
及
多
少
に
付
城
主
を
定
､

即
普
請
等
之
儀
為
帰
朝
衆
令
割
符
丈
夫

二
可
申
付
事
､

一
､
右
六
人
之
者
共
七
枚
起
請
を
被
指
書
､
諸
事
有
様
之
体
可
申
上
旨
被
仰
付
候

条
､
忠
功
之
者

ハ
可
被
加
御
褒
美
､
自
然
背
御
法
度
族
有
之

ハ
､
右
六
人
申
次

第
不
寄
誰

八
幡
大
菩
薩
可
被
加
御
成
敗
条
､
得
其
意
不
可
有
油
断
事
'

二

自
然
大
明
国
の
者
共
､
朝
鮮
の
都
よ
り
五
日
路
も
六
日
路
も
大
軍
に
て
罷
出

陣
取
於
て
ハ
､
各
令
談
合
無
用
捨
可
令
注
進
､
御
馬
廻
り
迄
に
て

一
騎
懸
り
に

被
成
､
御
渡
海
即
時
に
被
討
果
､
大
明
国
迄
可
被
仰
付
事
案
之
内

二
候
条
､
於

油
断
ハ
可

為
越
度

事
､
以
上
'

(慶
良
1年
〔lh九
七
〕
`l月廿
1□)

慶
長
三

年
二
月
廿
二
日

秀
吉
公
御
朱
印

(高虎
)

藤
堂
佐
渡
守
と
の
へ

〔慶
占
1
1年
､
〔
l
九
九
八
〕
)

一
､
同

年

夏

の

比

よ

り
秀
吉
公
御
不
例
日
々
御
衰
弱
､
御
病
癖
重
な
り
上
下
悲
嘆

の
時
､
七
月
十
六
日
何
と
な
-
伏
見
中
右
往
左
往
に
騒
動
有
之
'
是

ハ
家
康
公
の

(-;城
凶
)

権
威
を
石
田
三
成
嫉
妬
之
心
裏
よ
り
発
る
故
也
､
此
節

ハ
高
虎
公
伏

見

藤
森
に

家
康
公
御
営
宅

へ
御
見
廻
､
折
節
家
康
公
兵
器
を
改
御
覧
あ
る
此
御
之
儀
､
御

｢諾
轍
｣

信
実
之
御
来
儀
と
被
仰
､
不
浅
御
感
之
御
挨
拶
と
也
､
就
中
無
何
静
語

也

'

(慶
ぷ
二
年
､
二
■九九八
〕)

一
､
同

八

月

十

三

日

御
違
例
次
第
/
1
指
重
り
莞
御
､
御
嫡
男
秀
頼
公
七
歳
に
被

為
成
給
御
遺
命
あ
り
､
他
界
の
後
先
仰
有
隠
密
浅
野
長
政

･
石
田
三
成

･
藤
堂

高
虎
此
三
人
を
早
々
筑
紫

へ
下
し
､
朝
鮮
を
日
本

へ
相
随

へ
大
唐
の
手
指
を
可



相
止
､
日
本
の
兵
士
異
国
之
為
枯
骨
事
不
便
也
､
三
人
之
者
共
以
計
略
無
蓋
朝

鮮
の
人
数
早
々
可
引
取
'
其
以
後
諸
人
に
軍
労
の
功
を
可
申
定
と
也
､
右
三
人

]矧E5(

筑
前
に
到
朔

家

台
よ
り
先
以
使
伶
朝
鮮
に
遺
､
秀
吉
公
之
尭
去
を
告
る
､
諸
将

(筑前国博
多
)

高
虎
公
ハ
家

康

公

別
し
て
貴
命
あ
り
､
朝
鮮
に
行
渡
伺
時
勢
依
之
高
虎
公
御
渡

海
あ
り
て
明
兵
之
勇
勢
を
細
見
届
候
処
に
島
津
義
弘
軍
勢
大
利
あ
る
に
恐
て
明

兵
中
-

日
本
の
諸
軍
勢
帰
朝
の
難
渋
有
間
数
趣
家
康
公
に
言
上
あ
る
､
家
康

(寿
昌)

(農盛
)

公
御
大
悦
有
て
垂
而
徳
永
法

印

･
宮
城
長

次

郎
両
人
を
被
遣
諸
軍
之
帰
朝
を
告
､

無
志
濃
を
解
き
不
残
異
国
を
漕
出
し
､
追
々
伏
見
へ
御
帰
府
な
り
'
各
家
康
公

へ
謁
見
あ
り
'
猶
秀
吉
公
の
御
遺
命
を
受
て
重
器

･
黄
金
御
帳
面
に
て
下
絵
ひ
'

然
し
て
各
国
-

へ
退
き
帰
座
せ
ら
れ
け
る
也
'

l
､
秀
吉
公
為
御
遺
物
高
虎
公
へ
御
腰
物
納
兼
･
黄
金
五
枚
御
拝
領
也
､

(1h九九
)

一
､
同

四

年

正
月
十
日
秀
吉
公
達
命
の
如
-
､
秀
頼
公
忌
明
伏
見
宮
中
よ
り
摂
州

大
坂
の
城
に
御
移
徒
'
五
老
司

･
五
奉
行

･
三
中
老

･
両
後
見
其
外
大
小
名

･

近
習
之
面
々
'
淀
堤
陸
地
を
経
て
其
行
粧
厳
重
美
麗
也
､
此
城
に
於
て
諸
大
名

･

旗
本
不
残
継
目
の
御
礼
其
作
法
次
第
-

捧
物
又
々
厳
重
也
､
此
節
ハ
家
康
公

(且元)

片
桐
市

正

宅
二
二
日
御
滞
座
'
十
三
日
伏
見

へ
御
帰
座
の
処
､
何
と
な
-
虚
説

騒
動
あ
り
､
高
虎
公
御

一
別
伏
見

へ
御
帰
館
騒
動
す
､
則
家
康
公
へ
以
使
者
御

窺
御
案
内
あ
り
､
此
御
真
忠
不
大
方
御
感
也
､
道
中
無
意
伏
見
藤
森
御
営
宅
へ

御
遺
著
也
'

一
､
秀
吉
公
御
他
界
之
後
､
石
田
三
成
謀
叛
の
下
意
有
之
､
天
下
騒
敷
此
節
ハ
'

(一
六

〇〇
)

高
虎
公

一
筋
に
家
康
公
へ
御
奉
公
可
被
成
と
思
召
､
慶

長

五

年

二
月
舎
弟
藤
堂

弼

絹

を
江
戸

へ
証
人
に
被
遣
､
御
感
に
恩
召
下
総
に
て
為
御
鷹
場
三
千
石
の

袖
地

を
糊
出

門
.'州
i
晶
…工

._75

..-情

..I

.冊
･･l:
...;.･
･畔

上
.I;
･i
F..;
.2.7
.-.暇
IT.謹

召
士
候
也
､

(
.･n
‖
)

一
'

神
君
と

三

成
御
不
和
に
て
､
伏
見
よ
り
大
坂

へ
神
君
御
越
被
成
刻
､
御
用
心

被
成
候
に
付
'
大
坂
に
て
高
虎
公
御
屋
敷
四
方
川
に
て
要
害
能
所
ゆ
へ
御
心
安

思
召
､
御
借
り
船
二
両
直
に
高
虎
公
御
屋
輔

へ
三
月
十

一
日
御
移
被
遊
候
､

一

日
二
日
御
逗
留
被
遊
伏
見

へ
還
御
被
遊
候
節
､
御
跡
よ
り
伏
見

へ
御
越
被
成
'

｢朝夕
と歎｣

神
君
へ
昼
夜
御
詰
被
成
候
内
ハ
朝

之

御

入
座
遊
候
也
､

(一
六
〇〇
)

(下
野
国
)

一
､
慶

長

五

年

上
杉
景
勝
謀
叛
の
刻
'
宇

都

宮

迄
家
康
公
二
属
し
御
下
向
被
遊
､

高
虎
公
ハ
先
陣
に
御
座
候
処
'
三
成
上
方
に
於
て
逆
心
の
由
相
聞
申
候
に
付
､

(下野
国
)

神
君
の
仰
に
従
ひ
宇
都
宮
よ
り
御
上
り
被
遊
候
御
'
七
月
高
虎
公
小

山

に

て
上

方
よ
り
の
注
進
可
仕
候
間
､
其

一
左
右
次
第
に
御
出
馬
可
被
遊
候
様
に
と
神
君

(高
吉
)

へ
御
内
証
被
伸
上
､
藤
堂
宮
内

少

輔

を
証
人
に
御
残
し
置
被
成
'
夫
よ
り
御
上

り
被
遊
候
､
秀
忠
公
方
御
願
物
拝
領
鵬
,a

(須)

(
尾
慮
国
)

一
㌧
同
八
月
廿
二
日
に
､
尾
州
清
洲

之

内
六
角
屋
よ
り
御
立
被
成
萩

原

之

渡
り
御

(美
濃
国
)

越
被
遊
､
其
夜

ハ
堤
に
野
陣
被
成
､
丑
之
刻
斗
に
御
立
被
遊
'
岐

阜

之

町
口
へ

朝
の
五
ツ
前
に
御
越
被
遊
候
処
に
､
先
手
衆
岐
阜

へ
乗
被
申
候
に
付
､
高
虎
公

(ぷ政
)

(吉政
)

(一正
)

(元晴)

と
黒
田
甲

斐

守

･
田
中
兵
部

少

輔

･
生
駒
讃

岐

守

･
桑
山
伊

賀

守

此
御
衆
直
に

(美
濃国神
戸)

江

渡

へ

御

通
り
被
成
候
へ
ハ
､
三
成
人
数
岐
阜
後
巻
と
し
て
出
陣
に
て
御
出
合

河
越
鉄
砲
せ
り
合
御
さ
候
て
､
其
侭
川
を
御
渡
し
被
成
候
､
敵
悉
-
追
崩
し

(美
濃国
呂久)

(秀忠
)

ろ

く

の

川

端
迄
追
討
被
遊
候
夫
よ
り
右
の
様
子
神
君

大

樹

へ
御
注
進
､
池
田
久

兵
衛
を
被
遣
候
､
八
月
廿
八
日
江
戸
へ
相
着
言
上
仕
候
之
処
'
久
兵
衛
を
神
君

(下
野国)

御
前

へ
被
召
出
最
前

小

山

に
て
約
束
の
如
-
､
早
速
注
進
御
感
に
御
恩
召
候
､

近
日
御
出
馬
可
被
蓮
の
旨
口
上
に
て
も
申
候
へ
と
被
仰
出
則
久
兵
衛
に
黄
金

一

枚
被
下
候
'

8



二

神
戸
井
岐
阜
御
勝
利
の
注
進
被
遊
候
御
返
言
左
の
通
'

(
尾
慮
国
)

(近
)

急
度
申
入
候
､
仇
而
去
ル
廿
二
日
萩

原

之

渡
同
お

こ

し

(美
濃国
)

被
取
越
候
由
､
殊
に
翌
日
岐

阜

へ

可
致
相
働
之
由
､
井
伊

(直
政)
(少
輔
)

(忠
勝
)

兵

部

大

輔

･
本
多
中

務

中
越
候
'
尤
二
存
候
'
其
元
何
様

に
も
各
御
相
談
越
度
な
き
様
肝
要
二
俣
'
出
馬
之
儀
も

無
油
断
候
間
､
可
御
心
安
候
'
猶
追
々
御
吉
左
右
待
人
候
､

恐
々
謹
言
'

八
月
廿
五
日

家
康
判

(高虎)

藤
堂
佐
渡
守
殿

(利久
)

本
多
因
幡
守
殿

二
正
)

生
駒
讃
岐
守
殿

(元情)

桑
山
相
模
守
殿

(
美
濃
国
)

(徳
川
秀
忠
)

岐

阜

城

早
々
被
乗
崩
御
手
柄
共
難
申
尽
候
'
中

納

言

先
中
山
道
可
押
上
候
由
､
申
付
候
'
我
等

ハ
跡
よ
り
押
可
申
候
､

(弛
山輝
政
)

弥
羽

三

左

御

相
談
無
卒
ホ
様
之
儀
､
専

一
二
俣
'
我
等

父
子
を
御
待
ち
候
ハ
､
尤
二
俣
､
恐
々
謹
言
'

八
月
廿
七
日

家
康
判

(高虎
)

藤
堂
佐
渡
守
殿

(長政
)

黒
田
甲
斐
守
殿

(土日政
)

田
中
兵
部
少
輔
殿

秋
山
右
近
大
夫
殿

(マ
マ)

(利久
)

本
田
因
幡
守
殿

(克明
)

加
藤
左
馬
之
助
殿

(相茂)

神
保
長
三
郎
殿

(重政)

松
倉
豊
後
守
殿

(一正)

生
駒
讃
岐
守
殿

(石
凹
三
成
)

早
々
注
進
祝
着
之
至
二
俣
､
此
度
治

部

少

輔

罷
出
候
処
､

所
々
二
而
及

一
戦
､
悉
被
打
果
候
事
い
さ
き
よ
き
儀
､
御
手

柄
共
二
俣
､
来
朔
日
出
馬
に
相
定
候
､
其
許
無
聯
爾
様
に

御
分
別
専

一
二
候
､
各
へ
も
其
由
可
被
仰
候
､
恐
々
謹
言
'

八
月
廿
八
日

家
康
公
印
判
(高虎)

藤
堂
佐
渡
守
殿

(
美
濃
国
)

(同
国
神
戸
)

(美
濃
国
)

二

岐

阜

之

儀

河

土

の
合
戦
相
済
候
､
巳
後
於
赤

坂

諸
大
将
被
存
候

ハ
､
､

(
美

膿
国
)

(薗
政
)

関

ケ

原

表
相
働
夫
よ
り
上
方

へ
可
責
上
由
､
皆
々
談
合
被
申
候
へ
共
'
井

伊

･

(利久
)

本

多

･
高
虎
公
被
仰
候
ハ
､
神
君
御
着
座
被
遊
候
迄

一
戦
相
待
可
然
と
御
三
人

様
諸
大
将
衆

へ
御
中
上
成
候
而
､
其
通
に
相
極
り
候
事
'

(武
哉国
江戸
)

(尾
脹国
)

一
㌧
神
君
に
ハ
九
月
朔
日

東

武

御

発
軍
被
遊
熟

田

方

御
書
､

(尾
脹
国
熱
出
)

(尾
慮
国
)

今
月
十
日

あ

っ

た

迄

越
候
'
明
日
ハ

一

宮

迄

可
参
候
間
'

早
々
御
越
待
存
候
､
恐
々
謹
言
'

十
日

家
康

(高
虎
)

佐

渡

殿
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(美
濃
国
)

二

神
君
九
月
十
四
日
昼
時
分

赤

坂

へ

御
着
座
被
遊
､
先
手
の
上
方
衆

ハ
其
夜
青

(美

濃国青
野)

野

ヶ

原

へ

打
出
野
陣
御
取
被
成
､
翌
十
五
日
之
未
明
何
茂
青
野
ヶ
原
を
衝
立
被

(美
濃
国
)

(良
聯)

成
､
関

ケ

原

表
へ
御
出
陣
な
り
､
高
虎
公
も
御
出
陣
の
所
､
藤
堂
新

七

郎

先
手
(藤七
)

こ
加
り
朝
か
け
に
首
を
打
取
出
向
申
候
'
諸
手

一
番
首
故
神
君
へ
高
橋
金
右

衛

(吉緋)

(安治
)

門
を
以
御
上
ケ
被
成
候
､
其
後
高
虎
公
御
鑓
先
之
敵
大
谷
刑

部

･

脇
坂
中
務

少

(祐忠
)

(鞄広
)

輔

･
小
川
土

佐

守

･
平
塚
因

幡

此
四
人
に
有
之
候
処
､
中
務

･
土
佐

･
因
幡
三

人
ハ
高
虎
公
御
才
覚
に
て
裏
切
被
成
候
､
大
谷
人
数
と
御

一
戦
あ
り
､
大
谷
の

こ‥州i･..,

家
臣
湯
浅
五
助
と
申
母
衣
の
者
を
藤
堂
仁
右
衛
門
討
捕
､
其
外
敵
数
多
討
捕
被

(良政
)

成
候
､
藤
堂
玄

蕃

ハ
討
死
也
､
其
外
御
家
中
の
士
多
-
討
死
す
'
神
君
之
御
旗

(光
)

本
村
越
兵

庫

も
此
所
に
て
討
死
也
'
神
君
御
忠
節
に
恩
召
､
御
帰
陣
の
後
伊
予

国
に
て
都
合
弐
十
万
三
千
石
二
被
為
成
候
､
委
細
先
に
記
す
､

一
､
秀
忠
公
よ
り
御
書
､

其
表
之
様
子
上
方
之
趣
其
外
所
々
被
入
御
念
委
細

蒙
仰
､
今
に
不
始
儀
候
得
共
､
被
入
御
心
候
段
難
申
尽
存

候
､
我
等
事
随
分
急
候
へ
共
､
路
次
中
切
所
故
､
遅
々

油
断
に
相
似
令
迷
惑
候
､
不
任
心
中
候
段
､
可
有
御
察

候
､
乍
去
昼
夜
を
不
限
罷
上
り
候
間
､
近
々
可
令
上

着
候
､
就
中
先
書
に
も
難
申
入
候
'
今
度
於
濃
州
表

御
手
柄
之
儀
､
非
面
上
ハ
難
申
尽
候
､
恐
々
謹
言
､

九
月
十
四
日

秀
忠
公
御

印
(高庇)

藤
堂
佐
渡
守
殿御
返
報

一
､
同
年
与
州
今
治
に
城
を
御
築
被
遊
､
雑
用
高
虎
公
御
自
身
の
御
入
用
也
､

(1六〇
一)

一
､
同

六

年

江
戸
大
都
城
御
縄
張
被
相
改
､
石
壁

･
陸
地
御
造
営
被
仰
付
候
､
数

月
に
成
功
也
､

一
､
同
年
山
州
伏
見
の
城
廊
凶
賊
之
跡
殿
主

･
櫓

･
石
壁

･
陸
地
巳
下
御
造
営
被

仰
付
､
数
月
に
成
功
也
､

一
､
同
年
六
月
江
州
膳
所
崎
之
城
地

･
陸
地

･
土
居

･
堀
を
構
て
新
に
御
造
営
数

月
に
功
な
る
､
三
ヶ
所
御
普
請
御
勤
功
の
御
褒
美
と
し
て
家
康
公
よ
り
御
加
恩

備
中
国
に
於
て
采
地
二
万
石
被
下
､
都
合
弐
十
二
万
三
千
石
二
被
為
成
候
'
此

時
佐
渡
守
を
被
改
和
泉
守
に
被
為
成
候
､
此
節
家
康
公
方
御
自
筆
に
て
御
返
翰

被
遊
候
､

(腫
物
)

(養
t
]L)

(
刑

)

尚
々
し
ゆ

も

つ
ハ
無
油
断
や
う

L

や

う
か

ん

用
二
候
､

御
書
状
披
見
候
屋
敷
普
請
被
成
候
由
尤
二
俣
､

(浅
野鎚政
)

委
細
あ

さ

た

ん

其
方

へ
罷
越
し
候
､
御
き
～

(福
島
カ
)

可
有
候
､
太

夫

殿

御
越
候
ま
～
子
細
可
被
申
候
､

御
あ
い
候
事
い
ら
さ
る
儀
二
候
か
と
存
候
､

恐
々
謹
言
､

家
康

(藤
堂

和泉
守
)
(高虎)

藤

和

(
〓
ハ〇
二
)

(山
城
国
)

二

同

八

年

高
次
公
三
歳
の
時
､
於
伏

見

初

而
神
君
へ
謁
し
た
ま
ふ
､
神
君
御
感

心
あ
り
､
国
弘
の
御
脇
差
を
賜
ふ
'

(】六〇
h)

(武哉国
江戸)

一
､
同
十
年
高
虎
公
御
内
室
様
細
網
弼
S
･
高
次
公
東
武
へ
御
引
越
被
成
候
､
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(
一
六
〇
六
)

一
､
同

十

一
年
正
月
家
康
公

･
秀
忠
公
へ
高
次
公
謁
給
､
両
公
よ
り
拝
領
物
有
之
､

(直
政)

御
内
室
様
に
も
御
目
見
有
之
候
'
御
取
持
ハ
堀
三
右

衛

門
内
室
也
､
夫
よ
り
毎
々

(1六
〇
九
)

佳
儀
の
御
祝
儀
被
仰
上
候
､
尤
江
戸

へ
証
人
被
遣
候
初
也
､
同

十

四

年
諸
大
名

衆
方
も
証
人
御
下
し
被
成
候
也
､
同
年
秀
忠
公
駿
府
御
宅
事

へ
入
御
､
御
腫
物

･

時
服
を
賜
ふ
'

(l六
〇
七
)

｢
縄
盛
ナ
ラ
ン
｣

一
､
同

十

二

年
江
戸
御
城
廓

弘

有

て
此
陸
地

･
石
壁
之
御
普
請
被
仰
付
数
ヶ
月

に
成
功
也
､

(l
l(0
<
)

一
､
同

十

三

年
秀
忠
公
駿
府
之
御
宅
事

へ
入
御
'
此
時
時
服

･
白
銀
を
腸
ふ

書
状
令
祝
着
候
'
其
元
普
請
七
月
中
可
為
出
来
之
由

精
に
入
候
故
二
候
､
其
地

へ
も
使
者
為
差
上
候
間
定
而

可
為
参
着
候
万
事
辛
労
之
儀
と
被
察
候
､
尚
重
而

可
申
遣
候
也
､

六
月
十
三
日

秀
忠
公
御
書
判

(高虎
)

藤
堂
和
泉
守
殿

一
､
同
所
よ
り
言
上
之
御
返
翰
､

此
年
伊
賀

･
伊

勢
と
も
御
入
国
へ

二
六
〇
九
)

〔
操
)

二

同

十

四

年
六
月
丹
波
国
佐

々

山
の
城
地
御
見
立
､
新
二
石
壁

･
陸
地
御
造
常

数
ヶ
月
に
成
功
也
'
上
使
を
以
御
自
筆
之
御
書
井
御
拝
領
物
有
之
､
駿
府

へ
も

御
書
御
頂
戴
也
､

い
っ
そ
や
直
に
も
申
こ
と
-
無
油
断
養
生
の
事
肝
要
に
候
､
火
中
-
ト
､

飛
札
令
祝
着
候
､
駿
府
に
て
仕
合
能
候
由
尤
事
二
俣
､
将
又

様
子
之
儀
念
を
入
被
中
越
候
､
得
其
意
候
'
弥
丹
州
へ
被
越

候
由
苦
労
に
て
候

へ
共
尤
之
事
二
候
､
猶
珍
事
候
ハ
､
､
可
中
越
候
也
､

六
月
六
日

秀
忠
公
御
判

(高
虎
)

藤
堂
和
泉
守
殿

(
丹
波
国
)
(篠
)

二

同

年

佐

々

山
よ
り
言
上
の
御
返
翰
､

尚
々
火
中
可
有
候
､
(付
波
国
篠
山
)

書
状
令
祝
着
候
'
今
度
者

佐

々

山

普

請
之
儀
二
付

苦
労
共
二
候
'
将
又
伯
書
国

･
淡
路
之
事
得
其
意
候
､
御
所

御
下
り
可
為
候
間
其
刻
弥
談
合
誠
に
念
之
入
申

越
候
段
令
満
足
候
也
､

(マ
マ
)

六

月
廿
三
日

秀
忠

(高
庇

)

藤
堂
和
泉

守
殿
へ

(
篠

)

二
佐

々

山

へ
駿
府

へ
御
越
被
遊
駿
府
よ
り
言
上
之
御
返
翰
､

尚
々
其
元
普
請
念
被
入
候
由
尤
之
事
二
候
､
炎
天
之
時
分
苦
労
と
も
こ
候

尚
々
又
上
方

へ
御
用
之
儀
な
と
も
候

ハ
､
､
其
よ
り
ま
つ
-
1
の
は
ら
れ

候
て
尤
二
候
万
事
苦
労
共
二
候
､
火
中
-
1
､

(左
候
ハ
､)

書
状
令
祝
着
候
､
召

候

而

其
元
迄
御
越
候
由
大
儀
共

二
候
'
将
又
伯
者

･
淡
路
之
事
得
其
意
候
､
御
前



御
下
之
刻
談
合
可
申
候
､
誠
に
念
之
入
申
越
候
段
令

満
足
候
'
委
細
之
儀

ハ
其
方
被
下
候
刻
可
申
候
也
､

九
月
廿
九
日

秀
忠
公
御
書

判

(高虎
)

藤
堂
和
泉
守
殿

一
､
御
在
津
江
､

尚
々
念
之
入
た
る
事
共
被
中
越
令
祝
着
候
､
何
も
心
得
申
候
火
中
-

､

書
状
令
祝
着
候
'
当
年
御
所
御
下
無
之
候
旨
万
事

用
之
儀
も
多
候
間
､
来
春
に
て
も
直
々
こ
と
恩
召
候
て
､

も
し
駿
府

へ
参
度
由
佐
渡
を
使
者
に
遣
候
へ
ハ
'
当

年

ハ
無
用
之
由
被
仰
越
候
間
､
春

ハ
駿
府

へ
可
参
候
､

其
方
も
其
刻
被
下
候

ハ
､
尤
二
候
､
将
又
福
嶋
市
正
事

得
其
意
候
'
誠
二
念
之
入
申
越
候
段
､
満
足
候
也
'

(ママ)

霜
月
三
日

秀
忠

(高
庇
)

藤
堂
和

泉

守

殿

(
1六
一
〇
)

(篠
山

)
｢笹
欺
｣

｢寸
欺
｣

一
､
同

十

五

年
丹

波

国

山

城
殿

主

其

外
陸
地

･
石
壁
以
下
悉
く
御
自
身
之
御
造

営
数
ヶ
月
二
成
功
也
'
同
年
駿
府
に
て
御
宅
事

へ
神
君
入
御
､
時
服

･
白
銀
を

(盟)
宗
伝
也
'
其
外
御
供
之
衆
中
前
之
通
翌
廿
八
日
為
後
宴
御
能
有
之
､
御
旗
本
の

面
々
御
入
来
也
'

一
'
同
月
神
君
之
命
令
あ
り
､
高
虎
公
同
十
月
六
日
よ
り
肥
後
国
へ
御
越
被
遊
､

数
条
書
付
を
以
加
藤
忠
広
之
家
臣
へ
示
合
'
尤
重
臣
に
誓
盟
を
被
仰
付
国
中
絵

図
等
御
吟
味
あ
り
へ
被
認
調
乍
序
近
国
九
州
之
国
法
等
の
善
悪
被
聞
召
届
'

(〓
ハ一二)

同
十
七
年
正
月
肥
後
国
熊
本
よ
り
駿
府

へ
御
下
向
被
成
候
処
'
神
君
御
上
洛
被

遊
候
両
､
同
月
十
五
日
三
州
吉
良
御
旅
館

へ
伺
公
被
遊
候
所
'
則
御
前

へ
被
為

召
右
之
趣
被
仰
上
候
処
､
神
君
不
大
方
御
感
悦
被
遊
御
時
服

･
白
銀
等
御
拝
領

被
遊
'
神
君
命
に
依
て
夫
よ
り
直
に
江
戸
へ
御
下
被
遊
'
秀
忠
公
へ
右
之
趣
御

直
二
被
仰
上
候
処
'
秀
忠
公
も
御
感
悦
被
遷
御
時
服
御
拝
領
被
遊
候

棚
鮎

訓
鵬

藤
肥
後
守
清
正
､
慶
長
十
六
年
六
月
廿
四
日
卒
去
也

､嗣
子
虎
之
助
忠
広
幼
年
な
る
に
依
て
'
国
法
政
事
の
た
め
高
虎
に

命
令
あ
り
'
時
に
虎
之
助
十

一
歳
に
て
､
遺
領
無
相
違
五
十
E
]万
石
被
下
候
也
'
以
後
此
例
を
以
国
大
名
卒
去
嗣
子
幼
年

な
る
時

ハ
'
御
幕
下
之
衆
中
よ
り

御
検
使
を
被
遣
候
事
に
成
申
也
､

l､

駿
府
方
言
上
之
御
返
翰
'

12

甲

ふ

…
I
,=
.I..吊

.
膏

誹

:.
.;
㍊

㌦

i
J
j
;

早

.

(
1
六
一
l
)

一
､
同
十
六
年
八
月
二
日
高
虎
公
之
事
へ
神
君
入
御
､

虎
公
之
事

へ
入
御
､
御
能
御
饗
応
種
々
御
丁
寧
也
､

｢ロ野
大
納

吉二
あら
す｣

の
御
衆
中
日
野

大

納

言

入

道

唯

心

･
水
無
瀬

一
斉

同
年
九
月
廿
七
日
神
君
高

御
拝
領
物
あ
り
'
御
相
伴

(

名
)
へ承先
)

｢金
地院
｣

円
光
寺
長

光

承

元

金

地

院

尚
々
早
々
念
入
書
状
令
満
足
候
'

書
状
令
祝
着
候
､
駿
府

へ
早
々
下
候
由
尤
之
事
二
俣
､

愛
元
ヲ
廿
日
二
必
出
候
間
､
や
か
て
上
候
て
可
申
候
､
廿
六
日
か

廿
八
日
ニ
ハ
可
有
御
対
面
之
由
､
被
仰
候
間
､
其
つ
も
り
こ
て

｢対戦｣

｢上敷｣

出
候
'
万
事

面

之

時

可
申
候
也
､

(ママ)

二
月
十
四
日

秀
忠(甘伺虎)

藤
堂
和

泉

守

と
の
へ

一
㌧
同
三
月
廿
八
日
駿
府
高
虎
公
之
事

へ
神
君
入
御
鯛
措

㍍

謂

離

調
細
離

S
,
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一
､
同
四
月
十
五
日
駿
府
β
江
戸
へ
神
君
の
御
用
に
て
御
下
り
被
遊
､
同
六
月
廿

六
日
駿
府

へ
御
帰
座
被
遊
候
､
則
御
機
嫌
能
御
首
尾
也
'

(山
名禅
高カ
)

一
､
同
七
月
十
八
日
日
野
大
納
言
唯
心
･

岩

禅

寺

御
前
に
於
て
御
茶
被
下
､
同
廿

五
日
南
殿
に
出
御
､
右
の
衆
中
高
虎
公
各
御
前
に
於
て
御
雑
談
其
外
御
茶

･
御

料
理
被
下
候
醐
薄
弱

蟻
絹
択
銅

帖
､

l
'
同
月
廿
八
日
駿
府
殿
中
に
て
高
虎
公
御
能
御
興
行
鯛
的
描
離

州
順

二

同
十
二
月
甘
六
日
御
前
に
於
て
御
閑
談
有
之
候
也
'

(一六
一三
)

一
㌧
同
十
八
年
三
月
五
日
駿
府
殿
中
へ
被
為
召
御
登
城
被
遊
､
日
野

･
山
名

･
天

台
之
僧
衆
も
登
城
也
､
御
能
御
見
物
被
仰
付
候
也
､

一
㌧
同
月
十

一
日
駿
府
三
之
丸
に
て
御
能
御
興
行
'
天
台
之
僧
衆
高
虎
公
随
而
出

仕
見
物
被
遊
候
也
細
網

舵
的
鰻
吾

二

同
年
七
月
八
日
駿
府
殿
中
に
て
御
能
御
興
行
'
高
虎
公
御
登
城
御
見
物
被
遊

其
外
御
近
習
衆
見
物
也
醐
T
.粥
鍼

縞

開

場

一
､
同
年
十
月
廿
六
日
神
君
武
州
川
越
御
鷹
場
御
旅
館
へ
高
虎
公
被
召
寄
､
密
々

(トい;:川.I

御
閑
談
あ
り
､
同
月
富
田
信

濃

守

采
地
七
万
石
之
領
地
没
収
御
改
易
､
奥
州
岩

城
烏
井
左
京
忠
政
へ
被
預
､
此
節
高
虎
公
江
府
へ
御
暇
之
時
来
､
国
光
之
御
刀

国
次
之
御
脇
指
御
拝
領
也
'

一
㌧
同
年
秀
忠
公
江
戸
御
宅
へ
入
御
､
御
拝
領
物
有
之
'

(l六
t凹)

一
､
同
十
九
年
九
月
よ
り
日
々
御
登
城
被
遊
御
密
談
有
之
､
然
而
十
月
二
日
御
密

談
事
済
御
腰
物
附
背

拝
領
被
遊
夫
よ
り
御
帰
宅
あ
り
､
御
家
中

へ
も
大
坂
御

陣
之
趣
被
仲
間
候
'
扱
鉄
灼

･
玉
薬
等
御
改
被
遊
､
翌
三
日
諸
手
に
御
構
不
被

成
卸
手
廻
斗
に
て
御
立
､
鉄
塊
ハ
御
跡
先
へ
御
供
仕
候
様
こ
と
の
趣
､
駿
府
迄

参
候
へ
と
被
仰
付
､
駿
府
へ
同
五
日
に
卸
着
座
､
直
に
御
登
城
被
遊
中
二
日
御

逗
留
被
遊
保
内
､
御
前
を
御
退
座
不
被
遊
､
同
八
日
神
君
よ
り
御
太
刀
･
時
服

･

｢

切｣

(摂津
EB])

白
銀
御
拝
領
､
夫
よ
り
御
発
軍
､
大
坂
表
先
鋒
大
和
辺
よ
り
御

攻

寄

天

王

寺

表

(河
内国
)

青

谷

口

御
攻
口
也
､
手
組
ハ
遠
州

･
尾
州

･
美
濃

･
伊
勢

･
紀
州
此
人
数
と

一

手
に
可
被
為
攻
の
旨
也
､
同
十

一
日
勢
州
津
に
御
帰
城
被
遊
､
勢
伊
両
国
之
諸

(之友)

士
御
揃
戦
場
の
御
供
御
留
守
居
等
被
相
定
､
尤
御
隠
密
に
て
西
鴫
八

兵

衛

御
前

(7
)

(高
刑)

に
於
て
相
認

一
通
､
渡
部
勘
兵
衛

一
通
､
藤
堂
仁
右
衛
方

へ
八
兵
衛
持
参
仕
る

(高吉
)

也
､
藤
堂
宮
内
少
輔
橡
州
今
治
よ
り
騎
兵
五
十

･
雑
兵
八
百
斗
召
連
来
り
'
伊

州
上
野
に
着
､
夫
よ
り
城
州
淀
へ
御
供
大
坂
表

へ
も
御
供
仕
醐
…
絹

約
㍍

薄
<

へ
被
仰
付
之
由
也
､
江
戸
御
本
九

二

一之
廓

･
陸
地
被
相
改

､
高
虎
公
も
御
本
丸
御
普
請
被
仰
付
候
処

､

大
坂
陣
被
仰
出
候
故
諸
手
柏
止
候
､
此
節
為
御
褒
美
秀
忠
公
方
雄
鋭
御
拝
領
也
､
十
月
御
出
府
被
成
候
事
､

一､

神
君
之
御
先
手
ハ
高
虎
公
､

秀
忠
公
之
御
先
手
井
伊
直
孝
也
､

二

高
虎
公
御
陣
取
之
図
左
之
通
､

嘉 莞 旗
誰誰誰誰誰誰誰+誰

鉄
砲

小 小 小 小
屋 屋 屋 屋

長
柄 旗

誰誰誰誰誰誰誰

小 小 小 小
屋 屋 屋 屋

八
尾
ノ
御
本
陣

ハ

地
蔵
堂
ナ
リ

13

長
旗 柄

誰誰誰誰誰誰誰
小 小 小 小
屋 屋 屋 屋

児
小
姓

児
小
姓

御
本
陣

児
小
姓

大
小
姓

大
小
姓

大
小
姓

大
小
姓

大
小
姓



二

高
虎
公
御
軍
器
井
御
家
中
指
物
之
図
､

御
小
旗

関
原
御
陣
白
地
三
宙
掛
朱
丸
三
ツ

大
坂
夏
御
陣
紺
地
三
宙
掛
白
日
九
三
ツ

御
小
鳥
印

1'!.=..'
':
.
I
;
''
l'
''
-,I
.I
"

;
I.I:E

御
大
馬
印

大
坂
冬
御
陣
自
三
好
掛
大
四
半
末
日
丸

(歩
行
)

御
使
番

黒
母
衣

勝
立

大
坂
冬
夏
御
陣
黒
母
衣
赤
母
衣
二
十

六
宙
掛

木
練
黒
地

14

出
ハ
銘
々

ノ
好
ナ
リ

大
坂
冬
陣
之
時
､
秀
忠
公
御
使
番
衆
黒
母
衣

･
赤
母
衣
也
､

(摂
経
国
)

依
之
住

吉

表

よ
り

(摂
津国
)

天

王

寺

へ
御
攻
寄
之
時
､
黒
母
衣

ハ
黒
楓
纏
､
赤
母
衣

ハ
赤
楓
纏
二
俄
二
被
改
候

也
､

=

黒
現
纏

御
使
番



(姫/行
)

赤
母
衣

御
使
番

勝
立

地
木
練

茜

出
面
々
ノ
好

御
使
番

赤
黒
宙
交
武
羅

六
宙
ノ
内
上
二
町
赤

両
脇
四
宙
黒

15

大
坂
夏
陣
秀
忠
公
御
使
番
衆

二
相
紛
ル

､
ニ
依
テ
､
右
之
通
相
改
ル
也
'

大
坂
夏
御
陣
番
指
物

牛
之
舌
金
長
サ
四
尺

赤
視
纏

御
使
番

御便香
里半蛮堅父神衣
六軒之内上二町黒

両

脇四宙赤

御
馬
所
番
指
物

馬
練
銀

出銘々
好



大
坂
冬
御
陣
御
家
兵
相
印

前
立
物
金
日
の
丸
也
､
脇
立
物

御
持
筒

白
楓
纏
二
本

ハ
銘
々
好
次
第

夏
御
陣
に
前
立
無
之

銘
々
好
次
第

日

九

百
一五

寸

同
冬
御
陣
の
番
指
物

観

誹

･::
.･,
==l
=
･･

金
切
刻

絹
地

一
幅

16

御
家
臣
持
小
旗

大
坂
冬
夏
ト
モ
ニ
為
持
､
絹
紺
地
三
宙

白
月
三
ツ
之
内
､
下

二
一
ツ
ノ
中

二
銘
々
ノ

紋
ヲ
付
'
但
シ
此
持
小
旗

ハ
組
頭
計

ナ
リ
､
組
衆
ノ
先

1〓
止
也
､

li::'i:.:..",.,'
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御
家
中
自
分
指
物
の
事

一
､
日
蛇
袋

一
､
黒
鳥
毛
大
月
輪

(高
吉
)

藤
堂
宮
内
少
輔

へ了)

渡
辺
勘
兵
衛

(7
)

大
坂
冬
御
陣
勘
兵
衛
左
魁
首
'
夏
御
陣
に
ハ
息
長
兵
衛

へ
相
副
'
依

之
武
功
之
指
物
と
蒲
黒
の
胃
を
長
兵
衛

へ
こ
れ
を
譲
り
､
自
分

ハ
豊

㌔_y杯
)

島
御

座

に
墨
に
て
黒
餅
を
付
た
る
た
か
釣
指
物
に
か
ゆ
る
也
､

右
の
大
月
輪

ハ
黒
鶏
の
羽
を
以
て
糸
械
付
た
る
天
衝
な
り
､

但
し

一
㌧
紺
練
の
の
ふ
す
ま
吹
貫

一
､
金
四
手
二
房
関
ケ
原
御
陣
に
用
､

一
､
自
給
白
木
練

一
､
日
丸
日
脚

出
シ
黒
鳥
毛

一
､
日
楓
纏

一
､
日
御
幣

一
､
日
仏
瞳

具
足
自
毛
械

(舵
)

一
､
黒
地
袋

兜
唐
冠

二

日
吹
貫

出
シ
黒
鳥
毛

一
､
黒
鳥
毛

杉
為

へ高
楢
)

藤
堂
出
雲(
高刑
)

藤
堂
仁
右

衛

門

大
坂
御
陣
に

ハ
黒
鶏
此
趣
前
立
黒
鯖
尾
､

(正
吉
)

藤
堂
内
匠
(元則
)

藤
堂
采
女
(家
信
)

藤
堂
式
部
(吉親
)

藤
堂
主
膳(･3勝
)

藤
堂
新
七
郎

(良重
)

藤
堂
玄
蕃
(康成
)

藤
堂
右
京(惟
定
)

佐
伯
権
之
助

一
㌧
白
糠
二
早
四
半
朱
丸

釣
指
物

一
㌧
黒
鳥
毛
二
房

一
'
黒
椅
四
本

一
､
黄
現
纏
に
朱
日
の
丸

一
､
金
早
速
裏
井
桁

(直治
)

湯
浅
右
近
(正制
)

藤
堂
主
殿(氏勝
)

藤
堂
勘
解
由

小
森
彦
右
衛
門

渡
部
掃
部

二

黒
鳥
毛
三
房

一
､
黒
畠
輸

出
し
金
四
手

1
､
紺
地
に
は
ね
題
月

2
111咋
詔

絹

鮎

順

一
､
黒
腰
母
衣

一
､
白
尾
花
二
本

つ
つ

一
'
黒
地
二
宙
四
半

自
井
桁

一
､
黒
釣
鏡

詔

耶
㍍

描

,u
p

一
､
白
釣
打
出

二

金
丸
日
脚

一
､
白
二
宙
四
半
朱
輪
貫

一
㌧
白
釣
地
紙

一
㌧
黒
釣
打
垂

一
､
赤
楓
纏

(棒
)

一
､
黒
鳥
毛
毛
棟

下

四
角
金
目
足

一
､
白
鳥
毛

一
房

出
し
白
熊

一
､
白
黒
段
々
現
纏

一
､
日
四
半
手
十
六
房

一
､
金
鮪
幅

一
㌧
青
楓
纏

一
㌧
黒
御
幣

一
､
金
三
ツ
団
子

一
､
切
割
楓
纏

所
持

ハ
釣
鏡
と
有
'

二

日
七
本
芭
蓮

(一孝
)

桑
名
弥
次
兵
衛

(直
広
)

藤
堂
源
助
(定
信
)

須
知
出
羽(武
政
)

梅
原
勝
右
衛
門

梅
原
頼
母
･梅
原
万
助
･

梅
原
房
之
助
三
人
同
品

(出胤
)

白
井
九
兵
衛
(元政
)

小
川
五
郎
兵
衛

長
屋
若
狭

中
小
路
助
之
進
(垂次)

内
海
六
郎
左
衛
門

落
合
左
近

須
知
孫
左
衛
門

和
田
五
左
衛
門

(正行
)

堀
田
蔵
人

吉
田
貞
右
衛
門
(安貞
)

岡
本
弥

1
右
衛
門

野
崎
内
蔵
助

(正保
)

菊
川
源
太
郎

米
村
兵
太
夫

石
田
三
郎
左
衛
門

力
石
覚
右
衛
門

磯
野
木
工
之
助

若
原

一
郎
左
衛
門
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一
､
紺
三
好
練
の
四
半
白
餅
に
五
ツ
星

一
'
自
二
鼻
四
半

一
､
日
角
取
紙

(マ
マ)

(舵
)

一
､
黒
指

二
置
四
半
自
地
目

一
､
日
二
宙
四
半
宋
餅
に
朱

一
文
字

(成
南
)

村
井
宗

兵

衛

同

瀬
兵
衛

石
田
宗
右
衛
門

鈴
木
権
兵
衛

(忠
光
)

藤
堂
作

兵

衛

指
物
不
､
見
冬
御
陣
に
ハ
作
兵
衛
病
気
こ
て
息
与

1
郎
駆
出
両
､
夏
御
陣
与

一
郎
も
病
気

こ
て
不
出
､
此
故
に
か
不
見
､
追
て
可
考
､
右
之
儀
彼
家
に
て
相
尋
候
而
書
記
候
也
､

一
､
金
鍬
形

一
､
金
月
輪

一
､
金
昆
布

一
､
金
燕
尾

一
､
白
視
纏

一
､
白
鳥
毛

一
､
金
杵

一
､
金
団
扇
飾
熊
毛

一
､
日
御
幣
二
房

一
､
金
天
衝

一
､
金
骸
骨

一
㌧
金
丁
子
の
十
文
字

一
､
金
輪
脱
端
廻
雁
木
黒

一
､
黒
地
字
自
題
月
比
羅
尾
乱

一
､
金
唐
人
笠

一
､
金
鍬
突

同

与

一
郎
(直
義
)

赤
井
悪
右
衛
門

山
田
甚
右
衛
門

飯
田
権
之
丞

奥
山
五
郎
左
衛
門

福
永
弥
五
右
衛
門

藤
堂
孫
八
郎

尾
呂
志
伝
兵
衛

尼
子
三
郎
左
衛
門

(満
席
)

沢

隼
人

長
岡
弥
五
兵
衛

野
依

一
郎
右
衛
門

横
浜
助
右
衛
門

(LilIJ)
進
藤
三
左
衛
門

彦
坂
加
兵
衛

藤
掛
勘
十
郎
(光
梢
)

多
羅
尾
四
郎
左
衛
門

一
､
金
半
月

一
､
金
弐
本
角

一
､
金
寵
日
丸

1
'
白
地
練
lll鼻
四
半

朱
日
九

一
､
金
笹
葉

1
､
金
制
札

1
､
金
十
文
字

1
､
日
鹿
頭
二
房

二

黒
月
輪
烏
毛

二

朱
蝿
取
金
丸

福
永
少
右
衛
門

(垂
久
)

田
中
内
蔵
丞

山
岡
角
兵
衛
へ重久
)

中
村
源
左
衛
門

(直
義
)

坂
井
土
佐
(信
家
)

堀

伊
織(木次
)

沢
田
平
大
夫

(賢政
)

藤
堂
喜
之
助

(正
幸
)

横
浜
内
記
(家次
)

野
崎
新
平

(以
下
､
次
号
)
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(み
え
だ
い
が
く
れ
き
し
け
ん
き
ゅ
う
か
い
れ
い
か
い
こ
も
ん
じ
ょ
の
か
い
)




